
ロU
H

一圃

曜一四
火
一
-

門
口
一
園

門
正
一
圃

同
月
一
圃

Q
ど
圃

年一圃
4
一圃

nu一圃
戸一圃

年
面

白
u
一圃

2
画

成
薗

平一圃闇

最

近

は

社

内

の

情

報

通

信

網

を

一

耐

用

い

た

情

報

の

共

有

化

が

一

般

化

一

闘

し

て

い

る

。

が

、

発

信

情

報

が

更

一

醐

新

さ

れ

て

い

な

い

、

情

報

が

検

索

一

闘

し

に

く

い

と

い

っ

た

理

由

で

、

従

一

聞

業

員

は

発

信

側

が

思

つ

ほ

ど

情

報

一

醐

を

見

て

い

な

い

こ

と

が

多

い

。

一

融

「

会

社

が

進

む

方

向

」

な

ど

ト

一

繭

ッ

プ

の

重

要

な

意

思

を

」

伝

え

る

場

一

提

害

時

合

、

ひ

と

手

一

問

掛

け

た

工

夫

が

必

一

i
概

要

。

一

人

一

人

に

ト

ッ

プ

が

直

接

一

繭

分

か

り

宝

9
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
一

爾

信

す

る

、

あ

え

て

ポ

ス

タ

ー

を

掲

一

経

掲

示

し

従

業

員

の

自

に

直

接

情

報

が

一

一
側
て
の
働
去
や
す
さ
一
H

の
実
現
は
、
入
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
方
法
が
一

爾
経
蛍
ト
ッ
プ
自
ら
が
危
機
意
識
を
考
え
ら
れ
る
。
社
報
を
発
行
し
て
一

概

持

ち

、

雇

用

メ

リ

ッ

い

る

な

ら

、

記

事

に

一

品
閥
ト
や
競
争
力
強
化
と
』

l

取
り
上
げ
る
の
も
良
一

闘
い
っ
た
H

あ

り

た

い

宮

、

固

い

。

一

爾
姿
ー
を
認
識
、
課
題

l
r

日
同
物
流
会
社
の
従
業
一

T
慨
を
明
確
に
す
る
こ
と
』

u
'
Iけ
員
は
職
人
志
向
が
強
一

J
が
ス
タ
ー
ト
に
な
圃
戸
園
、

Y
く
、
自
分
が
育
て
ら
一
回

T。
そ

こ

か

ら

従

業

官

句

史

U

れ
た
環
境
や
仕
事
の
一
一

宮

一

人

一

人

の

意

識

ふ

師

事

進

め

方

議

員

い

一

一

時

改

革

佐

子

る

い

串

E
H

や
り
方
だ
と
考
え
る
一
一

繭

し

カ

し

葬

会

ヰ

ヨ

固

誼

j
傾
向
が
強
い
。
こ
の
一
一

一
一
欄
に
と
っ
て
、
従
業
員

l
u
H圃
、
思
い
込
み
を
解
く
に
一
一

室

霊

草

は

難

し

Z
-

は
「
こ
れ
ま
で
の
や
一
一

編
い
面
が
二
つ
あ
る
。

υn
タ
り
方
を
維
持
す
る
こ
二

一
一
酬
一
つ
は
、
た
い
て
い
耐
幽
町
山
『

F
、
と
の
難
し
さ
」
と
一
一

鯛
物
流
会
社
は
複
数
拠

=zhV
「
活
動
の
メ
リ
y
ト」一

融
点
を
構
え
て
営
業
活

=
=
E
J
4
を
常
に
自
に
入
る
よ
一

一
醐
動
を
行
う
「
多
拠
点

Z
E引
う

に

す

る

こ

と

で

H

一

面

型

の

ビ

ジ

ネ

ス

」

だ

ぐ

自

分

が

取

り

組

む

ベ

一

一

醐

と

い

う

こ

と

。

そ

の

き

課

題

H

と
し
て
意
一

明
一
醐
た
め
発
橿
す
る
側
の
意
図
・
真
意
識
さ
せ
、
少
し
ず
つ
メ
ン
タ
ル
ブ
一

伽
一
輔
が
伝
わ
り
に
く
い
。
侭
考
人
時
間
ロ
ッ
ク
を
外
し
て
い
く
し
か
な
一

純
一
醐
が
か
か
っ
た
り
、
誤
っ
て
解
釈
さ
い
。
「
急
が
ば
固
れ
」
だ
。
一

地
踊
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

i

一

悌
踊
も
う
一
つ
は
従
業
員
、
と
り
わ
田
中
良
憲
氏
(
た
な
か
・
・
一

編
け
組
織
の
働
き
方
に
大
き
な
影
響
よ
し
必
の
)
昭
和
灯
年
生
一

面
を
及
ぼ
す
中
間
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
ま
れ
、
位
歳
。
平
城
ア
年
学
習
一

面

院

大

経

済

率

。

川

年

日

本

能

一

耳
一
閣
の
問
題
。
こ
の
層
は
、
従
来
の
働
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
一

α面
き
方
の
常
識
や
成
功
体
験
に
よ
入
社
。
事
業
戦
略
立
案
、
物
流
一

引
面
り
、
多
様
性
や
ρ
働
会
方
の
見
直
業
務
改
善
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
一

第
一
回
し

ρ

と
い
っ
た
新
し
い
価
値
観
を
…
な
ど
が
専
門
白
木
ロ
ジ
ス
一

-
霊
長
文
れ
に
く
い
。
何
か
…
デ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
議
一

-

-

荒

技

術

管

理

士

講

師

、

ヮ

l

一

回
一
行
動
を
起
こ
す
場
合
「
で
き
な
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
加
盟
一

-
ぃ
、
無
理
だ
」
と
否
定
的
に
考
え
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
一

-
て
し
ま
う
、
思
い
、
込
4
に
よ
る
意
.
・

e

一

畿
線
機
鶴
間
川

4
1
v
u
J
-
m
J
r・
-
緩
襲
撃

…
山
一
日
北
形
ぶ
柳
川
叫
墨
何
忠

口
叫
口の話社…

A
Q

寓

良憲氏中田日本能率協会コンサルティング チーフ・コンサル空ント

識
の
壁
、
い
わ
ゆ
る

H

メ
ン
タ
ル

ブ
ロ
ッ
ク
H

の
存
在
だ
。

こ
の
二
つ
の
課
題
の
解
決
に

は
、
従
業
員
の
自
に
情
報
が
見
文

る
環
境
を
整
備
し
、
し
つ
こ
く
改

革
の
目
的
・
狙
い
を
H

見
せ
る
許

す
る
こ
と
が
大
切
。
こ
れ
は
働
き

方
の
見
直
し
に
限
ら
ず
、
会
て
の

改
革
活
動
に
共
通
し
て
必
要
な
方

法
論
で
あ
る
。

重
要
情
報
の
伝
達

ひ
と
手
問
掛
け
て


